
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●主 催： 市川市、市川市教育委員会 

国際連合大学ゼロエミッションフォーラム（国連大学ＺＥＦ） 

●後 援： 環境省、千葉県、市川商工会議所、市川市自治会連合協議会、市川市ＰＴＡ連絡協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 日 時： 平成１７年８月１日（月） 

１３：００ ～ １７：００ 開場 12:15 

２ 場 所： 市川市文化会館 小ホール 

市川市大和田 1－1－5 電話 047(379)5111 

・ＪＲ本八幡駅・都営新宿線本八幡駅から徒歩１０分 

・京成本線京成八幡駅から徒歩１５分 

３ 対 象： どなたでも参加できます。 

４ 定 員： 先着４００名(無料) 

５ 申込み受付：｢ゼロエミッションフォーラム･イン･いち 

かわ｣と明記し､①団体名（所属）、②住所、③参加者氏名、④連絡先 

電話番号を書いて、はがき又はファックスで、7月 25 日(月)までに 

お申し込みください。 

６ 問い合わせ：〒272-8501 市川市八幡１－１－１ 市川市役所リサイクル推進課 

        電話 047-334-1111 代表、内線 3612､3613 担当：小出、髙山 

 

地球規模のゼロエミッションに向けて取り組む「資源循環型都市いちかわ」を 

推進していくためには、くらしの中で３Ｒ(ﾘﾃﾞｭｰｽ､ﾘﾕｰｽ､ﾘｻｲｸﾙ)を実行すること

が大切であることから、市川市はより一層のごみの減量・資源化をめざして平成

１４年１０月から「ごみ１２分別」を実施。今回、その検証成果を発表するとと

もに、地域における持続可能な循環型社会の形成に向けた取り組みなどを紹介し

ます。これを機に、地域住民、事業者、行政が情報を共有し、今私たちにできる

ことや今後の行動について議論を深め、認識を高めてもらう。 
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循環型社会に向けて今私たちにできること 

～ くらしの中で３Ｒを実行する ～ 



  

７ プログラム：（敬称略） 

   ①13:00 開会・あいさつ  

千葉光行（市川市長） 

三橋規宏（国連大学ＺＥＦ理事、千葉商科大学政策情報学部教授） 

②13:15 基調講演 

「循環型社会の構築をめざして ～３Ｒの役割り～」 

           三橋規宏（国連大学ＺＥＦ理事、千葉商科大学政策情報学部教授） 

③14:00 事例紹介 

     ･市川市清掃行政の取り組み「ごみ 12 分別の検証･成果など」(リサイクル推進課) 

        ･市川市環境学習の取り組み「学校版 ISO の取り組み」（大和田小学校） 

･「自治会独自に取り組んだ買物袋持参推進運動の取り組み」 

箕輪一男（市川市曽谷第六自治会会長） 

･「地域から発信する市民のゼロエミッション」 

  飯田和子（川崎ごみを考える市民連絡会代表） 

  ④15:40 休憩 

⑤15:50 パネルディスカッション 

      ・テーマ；「循環型社会に向けて今私たちにできること 

                        ～ くらしの中で３Ｒを実行する ～」 

         ・コーディネーター；谷口正次（国連大学ＺＥＦ産業界ネットワーク代表） 

・パネリスト；飯田和子（川崎ごみを考える市民連絡会代表） 

松本定子(市川市じゅんかんパートナー) 

山本義美（びん再利用ネットワーク事務局長） 

市川市環境清掃部 

   ⑥17:00 閉会 

 

※都合により、プログラムの内容が変更となる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

ゼロエミッションフォーラム・イン・いちかわ ２００５（平成 17 年 8 月 1 日開催） 

参 加 申 込 書 （ＦＡＸ用） 

FAX 番号：０４７－３７０－９１６０   

①団体名(所属)  

②住所  

③参加者氏名  

④連絡先電話番号  

◎ 参加証は発行いたしませんので、当日はこの申込書をご持参ください。 

◎ ご記入いただいた個人情報は、参加者名簿の作成に利用します。 

き り と り 


